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一般社団法人 日本看護系学会協議会は、日本学術会議による声明「内閣府「日

本学術会議の在り方についての方針」(令和４年 12 月６日)について再考を求め

ます」を支持する。 

既に日本学術会議は、「日本学術会議のより良い役割発揮に向けて」（令和３年

（４月２２日）を発出し、科学的助言機能の強化、 会員選考プロセスの透明性

の向上など、一連の改革を着実に推進している。そのような中、内閣府が示した

「方針」は、日本学術会議法に謳われている独立性を揺るがすものと受け止めら

れる。ナショナル・アカデミーとして、人々の精神を豊かにし社会の進歩を実現

する学術の振興に寄与するために、日本学術会議による自律的な改革が進むこ

とを切に願う。 
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